
提

出

者

�

井

英

勝

平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

三

七

号

関
西
電
力
美
浜
原
発
三
号
機
事
故
の
労
働
災
害
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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関
西
電
力
美
浜
原
発
三
号
機
事
故
の
労
働
災
害
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
発
の
下
請
労
働
者
の
労
災
は
こ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
き
て
、
癌
や
白
血
病
な
ど
に
よ
る
死
亡
も
、
な
か
な
か
実
態
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
昨
年
八
月
の
関
西
電
力
（
以
下
関
電
と
い
う
）
美
浜
原
子
力
発
電
所
三
号
機
の
二
次

冷
却
水
漏
洩
事
故
の
労
災
の
全
容
解
明
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
原
発
労
災
解
明
や
対
策
に
つ
な
が
る
重
要
な
契
機

に
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
関
電
の
事
故
は
、
火
力
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
事
故
と
同
じ
も
の
で
、
原
発
と
は
結
び
つ
か
な
い
普
通
の
事
故
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
関
電
自
身
が
、
そ
の
「
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
一
九
八
六
年
ア
メ
リ
カ
の
サ

リ
ー
原
発
に
お
け
る
二
次
系
冷
却
水
配
管
破
断
事
故
や
一
九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
で
二
次
冷
却
水
喪
失
が
炉

心
溶
融
事
故
に
な
っ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

関
電
美
浜
原
発
三
号
機
事
故
は
、
原
発
本
体
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
重
大
な
内
容
を
も
つ
事
故
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
こ
の
事
故
で
は
、
下
請
作
業
に
入
っ
て
い
た
木
内
計
測
の
四
人
（
後
に
さ
ら
に
一
人
増
え
て
五
人
）
の
労
働
者
が
気
道
の

火
傷
に
よ
っ
て
窒
息
死
し
、
他
の
六
人
が
ひ
ど
い
大
火
傷
を
負
っ
て
入
院
す
る
と
い
う
重
大
な
事
態
を
生
じ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
被
災
の
実
態
を
き
ち
ん
と
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
事
故
発
生
直
後
の
昨
年
八
月
十
日
に
、
現
地

一



に
お
い
て
提
供
を
受
け
た
被
災
直
後
の
写
真
を
精
査
し
て
み
る
と
、
表
一
の
リ
ス
ト
の
よ
う
に
、
事
故
発
生
時
に
タ
ー
ビ
ン
建

屋
内
で
定
期
点
検
準
備
作
業
に
従
事
し
て
い
た
企
業
名
と
、
企
業
ご
と
の
登
録
作
業
員
数
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

関
電
の
報
告
に
よ
る
と
、
実
際
に
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
い
た
の
は
下
請
会
社
百
四
人
と
関
電
社
員
一
人
の
合
計
百
五
人
、

そ
の
う
ち
、
事
故
発
生
時
に
は
、
一
階
に
六
十
人
、
二
階
に
二
十
人
、
三
階
に
二
十
五
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
下
請

仕
事
は
企
業
ご
と
に
内
容
が
異
な
る
か
ら
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
場
所
で
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
別
に
労
働
者
が
建
屋

内
の
ど
こ
で
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
時
に
、
事
故
に
遭
遇
し
た
か
は
す
べ
て
明
瞭
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

建
屋
内
に
い
た
す
べ
て
の
労
働
者
が
、
百
四
十
度
Ｃ
を
超
え
る
十
気
圧
に
加
圧
さ
れ
た
八
百
ト
ン
、
学
校
プ
ー
ル
三
つ
分
の

大
量
の
高
温
・
高
圧
の
熱
水
の
中
に
置
か
れ
、
百
度
Ｃ
を
超
え
る
高
温
蒸
気
に
さ
ら
さ
れ
た
事
故
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

火
傷
や
肺
を
は
じ
め
と
す
る
気
管
支
に
障
害
は
出
な
か
っ
た
か
な
ど
、
全
員
の
健
康
調
査
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
故
で
、
木
内
計
測
の
十
一
人
だ
け
が
死
傷
者
と
な
り
、
他
の
十
三
社
の
九
十
四
人
は
、
同
じ
条
件
の
中
に
い
て
何
の

被
害
も
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

関
電
は
、
二
次
系
冷
却
水
の
大
量
漏
洩
に
つ
い
て
は
、
「
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
」
の
中
で
、
一
九
八
六
年
ア
メ
リ
カ

二



の
サ
リ
ー
原
発
で
も
同
様
の
二
次
系
冷
却
水
配
管
の
減
肉
に
よ
る
破
断
事
故
で
死
傷
者
が
出
た
こ
と
、
ま
た
、
一
九
七

九
年
同
じ
く
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
は
二
次
冷
却
水
喪
失
が
原
子
炉
本
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
炉
心
溶
融
の
大
事
故

に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

政
府
は
、
昨
年
八
月
の
関
電
美
浜
三
号
機
事
故
が
、
原
発
本
体
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
重
大
な
内
容
を
も
つ

事
故
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。
そ
れ
と
も
、
原
発
事
故
に
つ
な
が
る
心
配
は
全
く
な
い
普
通
の
事
故
と
考
え
て
い

る
の
か
。

（
二
）

こ
の
「
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
」
で
、
関
電
は
「
一
九
七
五
年
か
ら
計
画
的
に
肉
圧
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
検

査
し
た
が
問
題
に
な
る
減
肉
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
国
は
、
何
ヶ
所
か
抜
き
打
ち
的
に
測
定
し
て
、

減
肉
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
関
電
の
報
告
書
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
独
自
の
検
査
を
行
っ
た
の
か
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
」
で
、
関
電
が
「
サ
リ
ー
原
発
の
よ
う
な
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
通
産
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
が
、
「
確
率
論
的
安
全
評
価
」
な
ど
を
行
っ
て
「
妥
当
な
も

の
」
と
し
て
き
た
こ
と
を
、
政
府
は
今
で
も
正
し
い
評
価
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
三
）

表
一
に
掲
げ
た
企
業
ご
と
に
、
そ
の
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
何
人
で
、
ど
こ
で
事
故
に
遭
遇
し
、
健
康
調
査
の
結
果
ど
ん

三



な
被
害
を
受
け
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
四
）

さ
る
二
月
二
十
八
日
の
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
、
尾
辻
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
「
（
事
故
）
当
日
に
現

地
の
福
井
労
働
局
に
重
大
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
福
井
労
働
局
及
び
所
轄
の
敦
賀
労
働
基
準
監
督
署
に
よ
り
災

害
調
査
を
詳
細
に
実
施
し
た
結
果
」
「
（
下
請
ご
と
の
）
リ
ー
ダ
ー
へ
の
聞
き
取
り
を
し
て
確
認
し
た
と
。
」
「
本
災

害
に
お
い
て
十
一
名
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
被
災
者
が
い
な
か
っ
た
」
「
こ
う
い
う
ふ
う
に
さ
っ
き
報
告
を
し
て
お
り

ま
す
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

関
西
電
力
の
事
故
の
「
最
終
報
告
書
」
に
お
い
て
も
、
死
傷
し
た
木
内
計
測
の
十
一
人
の
労
働
者
の
中
で
、
タ
ー
ビ

ン
建
屋
一
階
で
発
見
さ
れ
た
人
は
五
人
、
二
階
で
発
見
さ
れ
た
人
は
六
人
と
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
場
所
も
示
さ
れ
て
い

る
。関

電
の
発
表
に
よ
る
一
階
の
六
十
人
の
中
で
木
内
計
測
の
五
人
が
死
傷
し
、
二
階
で
働
い
て
い
た
二
十
人
の
中
で
木

内
計
測
の
六
人
が
死
傷
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
階
で
も
二
階
で
も
、
木
内
計
測
の
社
員
だ
け
が
全
員
死
傷
し
、
他
の
下

請
企
業
の
社
員
は
全
く
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

現
地
の
労
働
基
準
監
督
署
が
、
事
故
当
日
に
「
調
査
を
詳
細
に
実
施
し
た
」
の
で
あ
れ
ば
、
前
記
質
問
（
一
）
の
内

四



容
に
つ
い
て
は
、
百
五
人
の
労
働
者
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
事
故
発
生
時
に
ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
た
か
、
建
屋
外
へ

逃
げ
出
す
ま
で
に
何
分
の
時
間
を
要
し
た
か
、
さ
ら
に
体
の
火
傷
の
状
態
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
百
度
Ｃ
を
超
え
る
高
温

蒸
気
を
吸
い
込
ん
だ
の
か
、
肺
を
は
じ
め
と
す
る
気
管
支
に
障
害
は
出
な
か
っ
た
の
か
、
気
管
支
の
火
傷
の
度
合
い
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の
全
員
検
診
の
結
果
も
含
め
て
掌
握
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
労
働
基
準
監
督
署
が
「
詳
細
に
実
施
し
た
」
と
し
て
い
る
調
査
内
容
と
結
果
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

（
五
）

五
人
の
犠
牲
者
は
気
道
の
火
傷
に
よ
る
窒
息
死
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
建
屋
内
に
い
た
全
労
働
者
の
気
管
支
を
は
じ
め

検
診
を
行
う
こ
と
は
労
働
災
害
に
取
り
組
む
立
場
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
三
階
に
い
た
関
電
社
員
一
人
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
関
電
消
防
隊
な
ど
、
事
故
直
後
に

救
援
に
入
っ
た
関
係
者
に
つ
い
て
も
検
診
は
行
っ
た
の
か
、
厚
生
労
働
省
の
取
組
み
を
報
告
さ
れ
た
い
。

（
六
）

労
働
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
、
労
働
安
全
衛
生
に
責
任
を
負
う
管
理
者
は
現
場
に
い
な
か
っ
た
の
か
。

関
電
職
員
は
、
事
故
発
生
当
時
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
周
辺
に
何
人
い
た
の
か
。
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
い
た
関
電
社
員

は
、
三
階
の
一
人
を
除
い
て
、
他
に
い
な
か
っ
た
の
か
。

五



三
月
十
二
日
に
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
関
電
美
浜
原
発
三
号
機
の
配
管
の
肉
圧
測
定
や
管
理
業
務
を
関
電
は

下
請
の
「
日
本
ア
ー
ム
」
と
い
う
企
業
に
丸
投
げ
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

通
常
、
関
電
が
定
期
点
検
や
定
期
点
検
準
備
作
業
を
行
う
時
、
作
業
の
全
体
を
指
揮
監
督
す
る
管
理
者
や
労
働
安
全

管
理
者
を
置
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
点
検
業
務
の
丸
投
げ
で
元
請
け
と
な
っ
た
日
本
ア
ー
ム
の
社
員
は
、

事
前
準
備
作
業
を
指
揮
監
督
す
る
管
理
者
や
労
働
安
全
管
理
者
を
置
か
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
特
に
行
政
指
導
を
行
わ
ず
、
監
督
上
の
行
政
責
任
は
負
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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